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特  集
アジアにおける
航空貨物と空港

●
は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
日
本
企
業
の
ア
ジ
ア
展
開

は
、
同
時
に
日
本
発
着
の
物
流
量
の
増

加
に
帰
結
し
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

代
中
頃
よ
り
、
必
ず
し
も
そ
の
増
加
に

直
結
し
な
い
事
態
が
み
ら
れ
る
。

　

日
系
企
業
は
日
本
国
内
で
の
高
付
加

価
値
品
の
生
産
お
よ
び
新
製
品
開
発
を

重
視
す
る
一
方
で
、
特
に
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
お
い
て
、
高
付
加
価
値
品
の

生
産
や
現
地
市
場
向
け
に
仕
様
変
更
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
地
域

の
生
産
技
術
の
高
度
化
、
消
費
市
場
と

し
て
の
成
長
、
域
内
循
環
の
高
ま
り
に

応
じ
て
、
日
系
企
業
は
現
地
化
を
促
進

さ
せ
、
加
え
て
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
コ
ス

ト
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
リ
ス
ク
要
因
の
抑
制
か
ら
も
、

現
地
化
戦
略
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
日
本
発
着
の
物
流

量
の
抑
制
要
因
と
し
て
今
後
も
作
用
す

る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

一
方
、
二
〇
一
四
年
夏
か
ら
一
五
年

春
に
か
け
て
の
北
米
西
海
岸
港
湾
封
鎖

の
際
、
従
来
は
海
上
コ
ン
テ
ナ
で
輸
出

入
さ
れ
る
貨
物
の
一
部
が
、
航
空
輸
送

に
切
り
替
え
ら
れ
救
急
輸
送
さ
れ
た
。

自
動
車
部
品
（
輸
出
）
や
肉
類
な
ど
の

生
鮮
食
料
品
（
輸
入
）
が
、
北
米
間
で

急
激
な
伸
び
を
示
し
た
が
、
港
湾
機
能

が
正
常
化
す
る
と
、
こ
う
し
た
航
空
需

要
は
ほ
ど
な
く
収
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
航
空
業
界
は
、
世
界
的
な
景
気
動
向

や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

や
リ
ス
ク
に
影
響
を
受
け
や
す
い
構
造

を
も
っ
て
い
る
。

●
航
空
輸
送
の
分
担
に
つ
い
て

　

日
本
の
国
際
貨
物
は
、
航
空
輸
送
と

海
上
輸
送
が
担
う
。
航
空
輸
送
と
海
上

輸
送
の
分
担
割
合
を
重
量
ベ
ー
ス
と
金

額
ベ
ー
ス
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
輸
送
ト

ン
数
ベ
ー
ス
で
は
、
海
上
が
、
輸
出
で

九
九
・
七
％
、
輸
入
で
は
九
九
・
九
％

と
、
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
。
一
方

で
、
航
空
は
、
輸
出
で
は
〇
・
三
％
、

輸
入
で
は
〇
・
一
％
で
、
輸
送
ト
ン
数

ベ
ー
ス
で
は
一
％
も
満
た
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
金
額
ベ
ー
ス
で
み
る
と
様

相
は
変
わ
っ
て
み
え
る
。
航
空
輸
送
は
、

輸
出
で
は
二
六
・
〇
％
、
輸
入
で
も
二

一
・
七
％
の
割
合
を
占
め
る
。
輸
送
量

で
は
一
％
に
も
満
た
な
い
航
空
貨
物
は
、

金
額
ベ
ー
ス
で
み
れ
ば
基
幹
的
な
輸
送

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
存
在
感
が
あ
り
、

日
本
の
産
業
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

●
貿
易
額
か
ら
み
た
空
港
の
位
置

づ
け

　

貿
易
額
の
大
き
さ
に
つ
い
て
空
港
と

港
湾
を
比
較
す
る
と
、
二
〇
一
五
年
は

輸
出
金
額
一
位
か
ら
順
に
名
古
屋
港

（
一
一
兆
四
七
一
七
億
四
二
〇
〇
万
円
）、

成
田
国
際
空
港
（
以
下
成
田
空
港
、
八

飴
野 

仁
子

日
本
の
国
際
航
空
貨
物
輸
送
を
考
え
る

―
時
代
を
見
据
え
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
問
わ
れ
て
い
る
―

兆
九
一
〇
四
億
一
一
〇
〇
万
円
）、
横

浜
港（
七
兆
五
三
一
〇
億
五
〇
〇
万
円
）

で
あ
る
。
輸
入
金
額
で
は
、
成
田
空
港

（
一
二
兆
六
一
一
八
億
六
四
〇
〇
万
円
）、

東
京
港
（
一
一
兆
三
六
六
二
億
四
五
〇

〇
万
円
）、
名
古
屋
港
（
五
兆
三
九
八

八
億
二
二
〇
〇
万
円
）
の
順
と
な
る
。

　

す
な
わ
ち
、
輸
出
金
額
で
は
成
田
空

港
の
一
空
港
で
、
東
京
港
、
横
浜
港
の

輸
出
金
額
を
上
回
り
、
輸
入
金
額
で
は

成
田
空
港
が
日
本
の
他
の
ど
の
海
港
よ

り
も
取
扱
金
額
が
高
い
。

　

全
国
の
空
港
輸
出
総
額
は
、
二
〇
一

三
年
：
前
年
比
三
・
九
％
増
、
二
〇
一

四
年
：
前
年
比
八
・
九
％
増
、
二
〇
一

五
年
：
前
年
比
一
二
・
七
％
増
の
一
六

兆
八
七
三
四
億
六
九
〇
〇
万
円
、
全
国

の
空
港
輸
入
総
額
で
も
、二
〇
一
三
年
：

前
年
比
一
三
・
八
％
増
、
二
〇
一
四
年
：

前
年
比
六
・
七
％
増
、
二
〇
一
五
年
：

前
年
比
九
・
四
％
増
の
一
八
兆
七
一
七

六
億
八
一
〇
〇
万
円
で
、
輸
出
入
総
額

は
直
近
の
三
年
間
で
は
い
ず
れ
も
プ
ラ

ス
の
伸
び
を
示
す
。

　

空
港
は
、
貨
物
の
取
扱
量
と
し
て
は

海
港
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
輸
出
入

金
額
で
み
る
と
貿
易
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
〇
一
五
年
の
空
港
輸
出
入
総
額
の

構
成
比
を
み
る
と
、
輸
出
金
額
で
は
成
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田
空
港
：
五
二
・
八
％
、
関
西
国
際
空

港
（
以
下
、
関
西
空
港
）：
三
一
・
五

％
で
、
こ
の
二
空
港
で
八
四
・
三
％
を

占
め
る
。
二
〇
一
五
年
の
空
港
輸
入
金

額
で
も
、
構
成
比
が
一
番
高
い
の
は
成

田
空
港
：
六
七
・
四
％
、
次
い
で
関
西

空
港
：
二
〇
・
九
％
で
、
輸
入
の
場
合

は
二
空
港
で
八
八
・
三
％
に
上
る
。

　

以
下
で
は
、
日
本
の
国
際
拠
点
空
港

で
あ
る
成
田
空
港
と
関
西
空
港
の
二
空

港
を
取
り
上
げ
る
。

●
成
田
国
際
空
港
の
貨
物
取
扱
い

　

二
〇
一
五
年
の
貿
易
概
況
は
、
輸
出

金
額
は
八
兆
九
一
〇
四
億
円
（
前
年
比

九
・
九
％
増
）
で
三
年
連
続
で
増
加
し
、

輸
入
金
額
は
一
二
兆
六
一
一
九
億
円

（
前
年
比
八
・
一
％
増
）
で
四
年
連
続

で
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
の
日

本
の
輸
出
総
額
七
五
兆
六
一
三
九
億
円

（
前
年
比
三
・
四
％
増
）
に
占
め
る
成

田
空
港
の
輸
出
金
額
の
シ
ェ
ア
は
、
一

一
・
八
％
（
二
〇
一
四
年
一
一
・
一
％
、

二
〇
一
三
年
一
一
・
三
％
）
で
あ
る
。

日
本
の
輸
入
総
額
七
八
兆
四
〇
五
五
億

円
（
前
年
比
八
・
七
％
減
）
に
占
め
る

シ
ェ
ア
は
一
六
・
一
％
（
二
〇
一
四
年

一
三
・
六
％
、
二
〇
一
三
年
一
三
・
三

％
）
で
、
日
本
の
輸
入
総
額
が
減
じ
て

い
る
な
か
で
輸
入
金
額
を
伸
ば
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
五
年
の
積
込
量
と
取

卸
量
を
合
わ
せ
た
総
貨
物
取
扱
量
は
、

二
〇
三
万
五
九
六
八
ト
ン（
前
年
比
〇
・

四
％
減
）
で
、
二
年
ぶ
り
に
減
少
し
た

（
図
１
）。
輸
出
貨
物
量
は
六
一
万
四
一

六
三
ト
ン
（
前
年
比
三
・
一
％
増
）
だ

っ
た
が
、
輸
入
貨
物
量
は
六
九
万
一
七

五
〇
ト
ン
（
前
年
比
五
・
八
％
減
）
で

低
下
し
続
け
て
い
る
。
前
年
比
と
の
比

較
で
、
東
京
国
際
空
港
（
以
下
羽
田
空

港
）
が
、
二
〇
一
五
年
の
輸
出
金
額
：

九
二
・
八
％
増
、
二
〇
一
四
年
の
輸
入

金
額
：
二
三
・
五
％
増
と
い
う
大
幅
な

伸
び
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

国
内
需
要
の
低
下
だ
け
で
な
く
羽
田
空

港
の
増
便
の
影
響
も
み
て
と
れ
る
。

　

一
方
で
中
継
貨
物
は
、
積
込
の
仮
陸

揚
貨
物
が
三
四
万
六
六
八
四
ト
ン
（
前

年
比
一
・
一
％
増
）
で
、
取
卸
の
仮
陸

揚
等
貨
物
は
三
八
万
三
三
七
一
ト
ン

（
前
年
比
三
・
五
％
増
）
と
な
り
、
ど

ち
ら
も
四
年
連
続
で
増
加
し
た
。（
取

卸
貨
物
の
仮
陸
揚
等
に
は
、
他
空
港
向

け
一
括
保
税
運
送
を
含
む
）。

　

次
に
主
要
輸
出
入
品
目
を
み
る
（
表

１
）。
二
〇
一
五
年
の
輸
出
品
目
の
一

番
目
は
、
半
導
体
等
電
子
部
品
（
主
に

Ｉ
Ｃ
や
個
別
半
導
体
）で
前
年
比
は
三
・

〇
％
の
減
少
だ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
以

降
も
半
導
体
等
電
子
部
品
が
輸
出
品
目

の
一
位
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

が
、
二
〇
一
一
年
以
来
前
年
比
の
減
少

が
続
い
て
い
る
（
二
〇
一
一
年
：
前
年

比
二
五
・
八
％
減
、
以
下
同
様
に
二
〇

一
二
年
：
一
一
・
四
％
減
、
二
〇
一
三

年
：
四
・
六
％
減
、
二
〇
一
四
年
：
一

三
・
一
％
減
）。
そ
の
輸
出
先
は
、
輸

出
金
額
順
に
中
国
（
前
年
比
一
・
一
％

増
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
前
年
比
三
・
四

％
減
）、
ア
メ
リ
カ
（
前
年
比
三
・
二

％
増
）
で
あ
る
。
輸
出
品
目
の
二
番
目

は
科
学
光
学
機
器
（
前
年
比
一
〇
・
八

％
増
）
で
、
メ
ガ
ネ
や
レ
ン
ズ
、
望
遠

鏡
・
顕
微
鏡
・
カ
メ
ラ
・
内
視
鏡
な
ど

や
、
液
晶
画
面
用
の
偏
光
板
フ
ィ
ル
ム
、

半
導
体
に
回
路
図
を
描
写
す
る
装
置
な

ど
で
あ
る
。
輸
出
先
は
順
に
、中
国（
前

年
比
二
一
・
二
％
増
）、
ア
メ
リ
カ
（
前

年
比
一
三
・
六
％
増
）、
Ｅ
Ｕ
（
前
年

比
八
・
五
％
増
）
で
あ
る
。
三
番
目
は
、

半
導
体
等
製
造
装
置
（
前
年
比
一
二
・

四
％
増
）
で
、輸
出
先
は
順
に
台
湾
（
前

年
比
二
〇
・
六
％
増
）、
ア
メ
リ
カ
（
前

年
比
六
・
九
％
増
）、
中
国
（
前
年
比

四
四
・
九
％
増
）
で
あ
る
。
輸
出
先
の

三
番
目
の
中
国
は
、
二
〇
一
五
年
は
Ｅ

Ｕ
（
前
年
比
二
七
・
一
％
減
）
と
順
位

が
入
れ
替
わ
っ
た
。

　

二
〇
一
五
年
の
輸
入
品
目
の
一
番
目

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
通
信
機
で
、

二
〇
一
四
年
か
ら
前
年
比
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
輸
入
品
目
二
番
目
の
医
薬
品

図１　成田国際空港の貨物取扱量
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（注）取卸量の仮陸揚等には他空港向け一括保税運送を含む。
（出所）東京税関『成田空港貿易概況』平成 27 年より筆者作成。

表１　成田国際空港の輸出品目の上位（2015 年）
� （単位：100 万円，％）

輸出
商品名 金額 前年比 構成比

1 半導体等電子部品 715,611 97.0 8.0
2 科学光学機器 589,685 110.8 6.6
3 半導体等製造装置 529,989 112.4 5.9
4 電気回路等の機器 315,101 100.7 3.5
5 非鉄金属 251,819 81.6 2.8

輸入
商品名 金額 前年比 構成比

1 通信機 1,729,021 105.8 13.7
2 医薬品 1,639,846 149.6 13.0
3 半導体等電子部品 1,319,726 109.5 10.5
4 事務用機器 1,003,710 92.1 8.0
5 科学光学機器 794,012 105.3 6.3
（出所）�東京税関『成田空港貿易概況』平成 27 年よ

り筆者作成。
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と
の
金
額
差
は
縮
ま
っ
て
い
る
（
二
〇

一
一
年
：
前
年
比
一
二
・
六
％
増
、
二

〇
一
二
年
：
三
三
・
〇
％
増
、
二
〇
一

三
年
：
四
一
・
五
％
増
、
二
〇
一
四
年
：

七
・
八
％
増
、
二
〇
一
五
年
：
五
・
八

％
増
）。
通
信
機
の
主
要
輸
入
先
は
、

輸
入
金
額
順
に
中
国
（
前
年
比
六
・
八

％
増
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
前
年
比
二
・

二
％
増
）、
韓
国
（
前
年
比
一
三
・
八

％
減
）
で
、
二
〇
一
五
年
の
中
国
か
ら

の
輸
入
金
額
は
一
兆
三
七
八
八
億
五
六

〇
〇
万
円
に
達
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
一

〇
倍
以
上
に
の
ぼ
り
圧
倒
的
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
の
輸
入
品
目
の
二
番
目
の

医
薬
品
は
、
前
年
比
は
二
〇
一
一
年
：

一
六
・
二
％
増
、
二
〇
一
二
年
：
一
三
・

三
％
増
、
二
〇
一
三
年
：
一
〇
・
二
％

増
、
二
〇
一
四
年
：
二
・
三
％
増
、
二

〇
一
五
年
：
四
九
・
六
％
増
と
著
し
く

増
加
し
、
二
〇
一
五
年
は
半
導
体
等
電

子
部
品
と
順
位
が
入
れ
替
わ
っ
た
。
輸

入
先
は
順
に
、
Ｅ
Ｕ
（
前
年
比
八
八
・

六
％
増
）、
ア
メ
リ
カ
（
前
年
比
四
・

一
％
増
）、
韓
国
（
前
年
比
二
〇
〇
・

三
％
増
）
で
、
一
位
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
輸

入
金
額
は
二
〇
一
五
年
に
一
兆
八
三
八

億
二
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
、
二
位
ア
メ

リ
カ
（
二
七
五
八
億
六
一
〇
〇
万
円
）

の
約
四
倍
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
二

〇
一
四
年
に
輸
入
先
の
三
番
目
で
あ
っ

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
前
年
比
六
七
・
四
％

減
で
、
増
加
の
傾
向
が
顕
著
な
三
位
の

韓
国
と
は
明
暗
を
分
け
た
。

●
関
西
国
際
空
港
の
貨
物
取
扱
い

　

二
〇
一
五
年
の
貿
易
概
況
は
、
輸
出

金
額
は
五
兆
三
〇
六
七
億
円
（
前
年
比

八
・
五
％
増
）
で
三
年
連
続
で
増
加
し
、

輸
入
金
額
は
三
兆
九
〇
五
七
億
円
（
前

年
比
九
・
一
％
増
）
で
六
年
連
続
で
増

加
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
の
日
本
の

輸
出
総
額
に
占
め
る
関
西
空
港
の
輸
出

金
額
の
シ
ェ
ア
は
、
七
・
〇
％
（
二
〇

一
四
年
六
・
七
％
、
二
〇
一
三
年
六
・

三
％
）
で
あ
る
。
日
本
の
輸
入
総
額
に

占
め
る
シ
ェ
ア
は
五
・
〇
％
（
二
〇
一

四
年
四
・
二
％
、
二
〇
一
三
年
四
・
一

％
）
で
、
関
西
空
港
も
成
田
空
港
と
同

様
に
、
日
本
の
輸
入
総
額
が
減
じ
て
い

る
な
か
で
国
際
航
空
貨
物
は
輸
入
金
額

を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
の
積
込
量
と
取
卸
量
を

合
わ
せ
た
総
貨
物
取
扱
量
は
、
六
九
万

七
三
七
四
ト
ン
（
前
年
比
〇
・
四
％
減
）

で
、
二
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
（
図
２
）。

輸
出
貨
物
量
は
二
六
万
三
七
九
ト
ン

（
前
年
比
一
・
三
％
減
）
で
、
輸
入
貨

物
量
二
八
万
五
一
ト
ン
（
前
年
比
四
・

九
％
減
）
で
輸
入
貨
物
量
は
四
年
連
続

で
低
下
し
続
け
て
い
る
。

　

一
方
で
、
仮
陸
揚
に
つ
い
て
み
る
と

二
〇
一
二
年
以
降
増
加
の
傾
向
が
み
て

と
れ
る
。
積
込
量
の
う
ち
の
仮
陸
揚
は
、

二
〇
一
五
年
は
七
万
二
八
八
三
ト
ン
で

前
年
比
一
二
・
八
％
増
加
し
て
い
る（
二

〇
一
二
年
：
前
年
比
二
一
・
四
％
増
、

以
下
同
様
に
二
〇
一
三
年
：
七
・
三
％

増
、
二
〇
一
四
年
：
五
六
・
三
％
増
）。

積
込
量
に
占
め
る
仮
陸
揚
の
シ
ェ
ア
は
、

二
〇
一
二
年
一
二
・
五
％
、
二
〇
一
三

年
一
四
・
五
％
、
二
〇
一
四
年
一
九
・

七
％
、
二
〇
一
五
年
二
一
・
九
％
と
増

加
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
取
卸
量
の
う
ち
の
仮
陸
揚
は
、

二
〇
一
五
年
は
八
万
四
〇
六
一
ト
ン
で

前
年
比
五
・
三
％
増
加
し
て
い
る
（
二

〇
一
二
年
：
前
年
比
二
〇
・
〇
％
増
、

以
下
同
様
に
二
〇
一
三
年
：
一
三
・
二

％
増
、
二
〇
一
四
年
：
五
四
・
一
％
増
）。

取
卸
量
に
占
め
る
仮
陸
揚
の
シ
ェ
ア
も
、

二
〇
一
二
年
一
二
・
七
％
、
二
〇
一
三

年
一
四
・
八
％
、
二
〇
一
四
年
二
一
・

五
％
、
二
〇
一
五
年
二
三
・
一
％
と
増

加
を
続
け
て
い
る
。
仮
陸
揚
の
増
加
要

因
に
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
よ
り

フ
ェ
デ
ラ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
が
、
関

西
空
港
を
北
太
平
洋
エ
リ
ア
の
新
た
な

ハ
ブ
と
し
て
二
四
時
間
体
制
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
取
扱
量
を
増
加
さ

せ
、
ア
ジ
ア
＝
太
平
洋
間
の
物
流
を
活

発
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

二
〇
一
五
年
の
夏
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

貨
物
便
運
航
実
績
が
一
四
七
便
／
週
に

上
り
過
去
三
番
目
の
値
に
な
っ
て
い
る

（
二
〇
〇
八
年
一
八
四
便
／
週
、
二
〇

〇
七
年
一
七
七
便
／
週
、
二
〇
一
一
年

一
四
七
便
／
週
）。

　

次
に
主
要
輸
出
入
品
目
を
見
て
み
る

（
表
２
）。
二
〇
一
五
年
の
輸
出
品
目
の

最
上
位
は
半
導
体
等
電
子
部
品
で
、 

輸

出
金
額
全
体
の
二
二
・
九
％
を
占
め
る

一
兆
二
一
六
九
億
九
〇
〇
万
円
（
前
年

比
六
・
八
％
増
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
輸

出
先
は
構
成
比
の
大
き
い
順
に
、
ア
ジ

ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
四
八
・
七
％
、
中
国
三
〇
・

と
れ
る
。
積
込
量
の
う
ち
の
仮
陸
揚
は
、

積
込
量
に
占
め
る
仮
陸
揚
の
シ
ェ
ア
は
、

　

ま
た
、
取
卸
量
の
う
ち
の
仮
陸
揚
は
、

％
増
、
二
〇
一
四
年
：
五
四
・
一
％
増
）。

取
卸
量
に
占
め
る
仮
陸
揚
の
シ
ェ
ア
も
、
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図２　関西国際空港の貨物取扱量
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四
％
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
七
・
六
％
と
な

っ
て
い
る
。
輸
出
品
目
の
二
番
目
は
、

輸
出
金
額
全
体
の
七
・
六
％
を
占
め
る

科
学
光
学
機
器
（
前
年
比
一
・
八
％
減
）

で
、
輸
出
先
は
構
成
比
の
大
き
い
順
に
、

中
国
五
四
・
三
％
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

二
〇
・
三
％
、
Ｅ
Ｕ
九
・
二
％
と
な
っ

た
。
三
番
目
は
、
全
体
の
五
・
九
％
を

占
め
る
電
気
回
路
等
の
機
器
（
前
年
比

五
・
九
％
増
）
で
、
輸
出
先
は
構
成
比

の
順
に
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
四
四
・
八
％
、

中
国
二
二
・
〇
％
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
三
・

一
％
だ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
以
降
の
五

年
間
、
輸
出
品
目
の
上
位
三
品
目
の
順

番
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

二
〇
一
五
年
の
輸
入
品
目
の
最
上
位

は
医
薬
品
で
、輸
入
金
額
全
体
の
一
七
・

一
％
（
前
年
比
〇
・
四
％
減
）
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
輸
入
先
は
構
成
比
の
大

き
さ
順
に
Ｅ
Ｕ
五
〇
・
六
％
、
米
国
一

五
・
四
％
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
八
・
四

％
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
二
番
目
は
、

輸
入
金
額
全
体
の
一
六
・
六
％
を
占
め

る
通
信
機
（
前
年
比
一
・
三
％
減
）
で
、

輸
入
先
は
構
成
比
の
大
き
い
順
に
中
国

八
七
・
一
％
、
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
八
・

三
％
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
三
・
三
％
と
な
っ

て
お
り
、
通
信
機
は
中
国
か
ら
の
輸
入

が
圧
倒
的
で
あ
る
。
医
薬
品
と
通
信
機

の
上
位
二
品
目
で
、輸
入
品
目
の
三
三
・

七
％
を
占
め
て
い
る
。
三
番
目
は
、
全

体
の
八
・
四
％
を
占
め
る
半
導
体
等
電

子
部
品
（
前
年
比
九
・
三
％
増
）
で
、

輸
入
先
は
構
成
比
の
順
に
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
六
三
・
二
％
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
九
・

四
％
、
中
国
一
二
・
九
％
で
あ
る
。

　

二
〇
一
五
年
は
、
食
料
品
の
輸
出
金

額
が
初
め
て
一
〇
〇
億
円
を
超
え
た
。

他
の
上
位
品
目
に
比
し
て
金
額
は
大
き

く
は
な
い
が
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
削
減
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
、
安
全
な
ど

付
加
価
値
の
高
い
航
空
貨
物
の
特
徴
を

活
か
し
、
今
後
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
に
繋
が
る
き
っ
か
け
の
兆
し

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

●
お
わ
り
に

　

日
本
経
済
が
ア
ジ
ア
地
域
と
結
び
つ

き
を
深
め
れ
ば
深
め
る
ほ
ど
、
汎
用
品

の
現
地
化
だ
け
で
な
く
、
高
付
加
価
値

部
品
の
現
地
調
達
の
一
層
の
深
化
が
、

日
本
の
輸
出
航
空
貨
物
輸
送
の
数
量
を

必
ず
し
も
増
大
さ
せ
る
よ
う
に
作
用
す

る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
中
国
経
済

の
減
速
に
限
ら
ず
、
不
透
明
な
世
界
経

済
の
動
向
が
日
本
の
航
空
貨
物
輸
送
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
想
像
に
難
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
見
据
え
た
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
と
し
て
、
航
空
貨
物
の

特
徴
を
活
か
し
つ
つ
、
新
興
諸
国
市
場

の
成
長
を
取
り
込
み
得
る
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
発
と
政
策
対
応
の
必

要
性
が
増
し
て
い
る
。

（
あ
め
の　

ひ
ろ
こ
／
関
西
大
学
商
学

部
教
授
）
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表２　関西国際空港の輸出品目の上位（2015 年）
� （単位：100 万円，％）

輸出
商品名 金額 前年比 構成比

1 半導体等電子部品 1,216,909 106.8 22.9
輸出先、構成比 アNIES、48.7% 中国、30.4% ASEAN、17.6%

2 科学光学機器 402,096 98.2 7.6
輸出先、構成比 中国、54.3% ア NIES、20.3% EU、9.2%

3 電気回路等の機器 313,276 109.2 5.9
輸出先、構成比 アNIES、44.8% 中国、22.0% ASEAN、13.1%

4 通信機 298,794 152.3 5.6
輸出先、構成比 中国、63.1% ア NIES、12.3% EU、11.7%

5 コンデンサー 241,221 120.5 5.6
輸出先、構成比 アNIES、52.6% 中国、29.8% ASEAN、11.2%

輸入
商品名 金額 前年比 構成比

1 医薬品 667,635 99.6 17.1
輸出先、構成比 EU、50.6% 米国、15.4% ア NIES、8.4%

2 通信機 646,785 98.7 16.6
輸出先、構成比 中国、87.1% ア NIES、8.3% ASEAN、3.3%

3 半導体等電子部品 328,835 109.3 8.4
輸出先、構成比 アNIES、63.2% ASEAN、19.4% 中国、12.9%

4 科学光学機器 212,741 122.4 5.4
輸出先、構成比 EU、35.9% 米国、26.9% 中国、13.9%

5 半導体等製造装置 163,384 209.7 4.2
輸出先、構成比 米国、41.3% EU,、31.1% ア NIES、20.6%

（出所）大阪税関（関西空港税関支署）『貿易統計』平成 27 年より筆
者作成。
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